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風の道の上には持続性と太陽集熱を考慮した木とガラスのテントを架け , その下に LDK を配置した。

屋根勾配は谷を流れる風に対して直角とし、かつ谷間の斜面に開いた南東方向とした。

ガラスと天井の間の集熱層で太陽熱によって暖められた空気は、均衡を求めてガラスの勾配に従い
涼しい外部へと常に動こうとするエネルギーを持つものになる。

大きな地球の営みによって与えられる空気の動きと,照射面と非照射面の温度差による動きの変化は,
谷という地形の特性によって方向性が定められ , この敷地に吹く風となる。... 地形 , 川の流れ , 風の

特性に従い,北西から南東へ新たな小さな谷のようなランドスケープを敷地に施し,風の道を設けた。

風や光の取り込み口は,風の道側とその反対側に対して設け、開口部から取り入れられる新鮮な空気,

谷のせせらぎの音 , 緑の匂い等の自然の恵みは , 地中に埋められた空間に安らぎと広がりを与える。
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2-4. 応答の操作の性格と自然環境要素の属性との関係

3. 自然環境要素との応答モデル

3-1. 応答関係の階層性　　
　

3-2. 応答のモデルの形式

図6 応答関係の階層性
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図7 応答モデルの統合形式
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図3  建築要素とその要素の位置の分類
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4. 応答モデルの形式と応答の操作の性格の関係
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ΒΕ͕ͨɺԠؔͷ֊ੑʹண͢Δͱɺޚ੍ڥλ
ΠϓͰҰ࣍ͷΈɺҙঊಛԽλΠϓͰೋ࣍Ҏ্ͷ֊
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෦Λޱɺ։ܕಛԽλΠϓͰͦΕͧΕΈΒΕͨయޚ੍ڥ
հͨ͠ଠཅͱݐஙཁૉͷؔʹΑΓߏங͞Εۭͨؒͱɺ
༷ʑͳࣗવڥཁૉ͔Βਓؒͷॅ·͏ॴΛ൳͢ޢΔ
γΣϧλʔͱͯ͠ͷ෴͍ͱ͍͏ɺࣗવڥͱݺԠͨ͠ର
ΒΕΔɻ͑ߟΓํΛࣔ͢ͷͰ͋Δͱࡏஙͷݐతͳۃ
5. 結
ɹҎ্ɺݐஙՈͷॅઃܭʹ͓͍ͯɺࣗવڥཁૉʹ
Ԡͨ͠ݐஙʹؔ͢Δ۩ମతͳઆ໌͔Βɺݐஙͷࣗવ
࡞ͱԠͷૢࣜܗཁૉͱͷԠϞσϧΛநग़͠ɺͦͷڥ
ͷੑ֨ͷରԠؔΛݕ౼ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺ։ޱ෦Λ௨͠
ͨࣗવڥཁૉͱݐஙཁૉͷؔʹΑΓߏங͞Εۭͨؒ
ͱɺࣗવ͔ڥΒਓؒͷॅ·͏ॴΛ൳͢ޢΔγΣϧ
λʔͱͯ͠ͷ෴͍ͱ͍͏ೋͭͷରۃతͳܕΛݟग़͠
ͨɻ͜ΕΒೋͭͷݐஙຊདྷͷࡏΓํΛͱʹ૬ରԽ͢Δ
͜ͱɺࣗવݺʹڥԠͨ͠৽ͨͳݐஙͷࡏΓํΛݟग़
͢Մੑ͕͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ
戦後から現代までに出版された建築雑誌の中から代表的なものとして「新建築」「住

宅特集」「建築文化」に掲載された住宅作品の設計論を資料としている。範囲として

は、1968 年から 2020 年までに発表された設計論のうち、総目次にタイトルが掲載

されているなど、設計論として一定の価値が認められるものを中心とした全 108 作

品を資料として扱う。

資料単位において、ひとつの応答モデルで成り立つもの（91資料）と複数の応答で

成り立つもの（17資料）がみられた。

1）

2）
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応答の操作の性格
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意匠特化タイプ 47

104  淡路島の住宅

098  ラチスの家

088  ナチュラルストリップⅣ

072  展望台の家

049  まんぼう1997
047  吉井町の家

034  K HOUSE

014  ｿｰﾗｰﾁﾑﾆｰの家

021  千里山の家

083  紅傳工房

096  虹を探す家

010  鈴々台の家

005  壁の焦点055  F5

086  鎌倉の杜046  House TAK

079  東京住宅
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028  プラタナスの家

057  HOUSE SA

064  ホワイトボックス
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037-1  北の住宅 -I＊

037-2  北の住宅-I

048-1  堤の家＊

048-2  堤の家＊

048-3  堤の家

100  伊達の家 092-1  A HOUSE for OISO＊

092-2  A HOUSE for OISO＊

122-2 黒屋根の家＊

107-1  黒屋根の家＊
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図10 環境に呼応した建築の祖型
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No.069  高知・本山町の家 / 小玉祐一郎

sk1975.06_幻庵

大きな南窓から入る日射熱を蓄えるため、床・壁
には熱容量の大きな仕上げ材を使用…置き屋根、
庇によって日射を十分に遮り、夜間の通風を確保
し…庇の出を変化させて、冬の日射導入と夏の日
射遮蔽のバランスを検討

環境・一次単一応答型

意匠・二次単一応答型

意匠・一次環境統合型

環境・二次融合型

No.004  千ヶ滝の山荘 / 伊東豊雄
白い壁は…自然の表情を伝える媒体…朝日のさし
込む時間には、上方のスリットからの光の帯をグ
ラフィカルに描き出し…晴れた夜には60cm幅に細
長く切り取られた星空を反映する…この一片の壁
にかける私たちの期待は大きい

No.010  鈴々台の家 / 村上徹
東・南・西3方向の装置的開口を天井の稜線に対し
てシンメトリーに付与…。3方向の開口は自然光の
時間・天候など外部の状況変化に対して刻々と空
間を変化させ、太陽の動きを的確に捉え、静的空
間に日常性の変化を与えている

No.098  ラチスの家 / 吉村靖孝
屋根をまず環境的制限に最適化…「ラチスの家」
の、場合は、まず雪が支配的な規制力を発揮して
いる。雪を落とすための方向を考える必要のない
耐雪型の陸屋根

風雨寒暑といった自然条件には…地中に埋め込み
土を被せ洞穴状にすることで対処する。地中にそ
のほとんどを埋め込んでしまうことがシリンダー
の物理的性能を向上させるに理想的であり、その
特性をもっともよく生かすことになる。

意匠・二次建築統合型
環境・一次建築統合型

AS
 環境要素  時間属性

[建築要素]

 応答の操作
 要素の位置

WFRV
FS L

屋根 床 柱
梁 階段•橋 植栽 造作窓•扉
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変化なし T S水大地

[かたち]
意匠
環境

[スケール] [色,素材] [配置][工・構法]

季節性

G

　　＊は応答モデルが複数みられるもの

〈凡例〉
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RWsS

雪

S W W1 2

085  ナチュラルストリップスⅡ

S R
R

No.104  淡路島の住宅 / 末光弘和

環境・一次建築統合型

午前中の浅い角度の日射により夏の日中には室内が
オーバーヒート…そこで建物の外側にもうひとつの
外皮を重ね、ダブルスキンの空間をつくった…海は
膨大なクールエネルギー…海風を取り込むことで、
涼しく快適な半屋外環境をつくることができる。
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